
今年度のお礼及び退職にあたり２年間のご支援を感謝して 

 

 桜の美しい季節になりました。木々の若芽にエネルギーを感 

じながら、本来でしたら今年度を振り返り、新しい年度を希望 

に満ちてスタートするところですが、新型コロナウィルスの感 

染拡大防止のために、学校の教育活動がストップしてしまって 

います。 

 この混乱した社会がどのように収束し、以前と変わらぬ生活 

を取り戻すことができるようになるかは、全く予測がつきませ 

ん。しかし、時間だけは変わらず進んでいきます。今という時 

間を大切にしてください。 

 この状態はまだしばらく続く可能性があります。「仕方ない！」 

と言っているだけではいけません。今こそ「答えのない社会」 

に挑む絶好の機会です。今家でできる、自分のこれからにとって 

プラスになりそうなことを探して実行してみましょう。 

 

当たり前に行われていたことが当たり前でなくなってしまいましたが、視点を少し変えて

みれば、当たり前にさらりと過ぎていったもののありがたさや大切さが改めて感じられる貴

重な機会と捉えることもできるのではないかと思います。学校で友達や先生と授業を受けた

り部活動をしたりすることの楽しさや大切さ。安全安心な社会で自由に歩ける気持ちよさ。

そのような諸々のことを改めて感じてください。 

 また、今回世界中を巻き込んでいる新型コロナウィルスの問題が、経済や教育、外交など

様々な面に大きな影響を及ぼしているということを踏まえて、これからの社会の課題や解決

策について学んでいく機会にしてほしいと思います。 

 みなさんが将来のために力をつけるのはまさに今、この時期です。学校が再開された時、

我慢していた思いと共に、将来に向けての良きスタートが切れるように頑張ってください。 

 

                       最後になりましたが、私は 3 月 31 日で

退職となります。深沢高校に着任して 2 年。生徒

のみなさんといろいろな活動を通して私自身も多

くのことを学ばせていただきました。とても楽し

い 2 年間でした。これも保護者の皆様、地域の皆

様方のご支援とご協力のお陰です。今後深沢高校

がますます輝きを増し、そこを巣立つ生徒のみな

さんが社会の中で活き活きとその役割を果たす人

材になってくれることを楽しみにしています。 

                    これまでお世話になった皆様に心から感謝申し 

上げます。 

 

                          令和２年３月 31日 

                          深沢高等学校長  石川 裕子 


